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高等学校等への入学資金の融資を
あっせんします（利子等を全額補助）
　市では、平成26年度に高等学校等に入学する児童等の保護者が入学の際に要す
る資金の調達が困難な場合は、入学資金等の融資を市内の金融機関にあっせん
し、その融資に対する利子等を全額補助しています。

問合せ　生涯学習総務課総務係　内線352・353

申し込むことができる保護者 返済方法・据置期間

融資資金の対象・限度額

利子と保証機関の保証料を全額補助します

　返済方法は元金均等月賦返済です。返済期間は 60 か
月を上限とし、基本は就学年数（据置期間含む）となり
ます。
○高等学校：返済期間3年（据置期間３か月、33回返済）
○大　　学：返済期間４年（据置期間６か月、42回返済）
○高等専門学校：返済期間５年（据置期間６か月、54

回返済）

　次の全てに該当する人です。
①次の学校等に入学する児童等の保護者で入学の際に
要する資金の調達が困難な者

※高等学校、中高一貫校の後期課程、特別支援学校の高
等部、大学（短期大学）、高等専門学校、専修学校の高
等課程及び専門課程、サポート校など

②市内に引続き 1年以上居住していること。
③保護者（父母等）の総所得が 750 万円以下であること。
④既に納期の到来した市税等（給食費を含みます）を完
納していること。

⑤取扱金融機関が指定する保証機関の保証を受けられ
ること。

⑥入学資金に関して同種の融資（他の融資で入学時の
みの融資を対象としたもの）を受けていないこと。

①融資資金の対象は、入学手続と同時に学校に入金す
る入学金（料）と入学支度金です。入学金（料）は施設
費を含みます。入学支度金は、制服（体育着等を含む）、
教科書などの経費で、学校が指定するもので年度内
に支払うものが対象となります。（領収書（写し）の提
出が必要です。）

②入学金（料）の限度額は 100 万円、入学支度金の限度
額は 20万円です。

　ただし、入学者が複数の場合は、入学支度金 20万円
×人数となりますが、総額は 120 万円です。

　利子は市が全額補助しますので無利子です。融資に
は取扱保証機関の保証を受けていただきますが、その
保証料についても、市が全額補助します。

申込みから融資までの流れ

【申込み】　融資申込書に必要書類を添えて、市役所３
階教育委員会生涯学習総務課へ提出して
ください。

【審　査】　融資要件を確認し、取扱金融機関へ保証機
関の保証が受けられるか調査を依頼しま
す。

【融資の可否（結果の通知）】　市は、融資の可否を決定
し申込人に通知します。また、取扱金融機
関へ融資依頼を行います。

【融資手続】　保護者の皆さんが、取扱金融機関で融資
手続を行ってください。

【保証料の補助申請】　取扱金融機関が指定する保証機
関の保証料を支払ってください。その後、
市に補助申請をしていただきます。交付決
定後、指定する口座に振り込みます。

【領収書の提出】　融資を受けた資金を学校に納入した
際の領収書（写し）を市役所３階教育委員
会生涯学習総務課へ提出してください。

※入学資金融資制度の利用を希望する場合は、事前に教育委員会生涯学習総務課
総務係へご相談ください。

取扱金融機関 西多摩農業協同組合　本店・小作支店
西武信用金庫　羽村支店・小作支店
青梅信用金庫　羽村支店
多摩信用金庫　羽村支店
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　8月７日㈬ 8日㈭ 15日㈭の３日間、中学生・
高校生を対象にＹＡ（ヤングアダルト）コー
ナーに関する業務を体験するＹＡボランティ
ア体験を実施しました。
　初日は、図書館のＹＡコーナーを中心に館内
を見学した後、書架整理を行いました。分類の
順番に本が並んでいることの大切さを体感し
てくれたようです。その後、参加者たちがおす
すめ本を紹介するポップ作成を行いました。作
業は２日目までにおよび、とても色鮮やかで個
性的な作品ができあがりました。

　最終日には、作成したポップとおすすめ本の
発表会を行いました。緊張しながらも、ポップ
作成で工夫した点や苦労などを話してくれま
した。
　中学生５人、高校生２人、計７人の参加者は、
互いに協力しながら楽しそうに作業を行って
いました。
　ボランティア参加者の皆さんが作成してく
れたポップとおすすめ本は、ＹＡ展示コーナー
に９月末日まで展示します。ぜひご覧ください。

ＹＡ（ヤングアダルト）ボランティア体験

　

夏
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み
期
間
中
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31
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㈬

に
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子
ど
も
た
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司
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。
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羽村市図書館

HAMURA Library

TEL.554-2280
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司
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紹介します！ 小中一貫教育の取組み紹介します！ 小中一貫教育の取組み
小中一貫教育、この夏の取組みを紹介します。

　少年少女球技大会は、小学生が町内会・自治会単位を中心としたチームで、男子がソフトボール、
女子がキックボールで優勝を争います。この大会では、各校区の中学生が、それぞれのチームで監
督やコーチとなって、小学生たちの試合のサポートをするという関わりが見られました。
　中学生たちは、時には厳しく指示を出したり、時にはやさしく頑張った小学生をほめてあげたり
しながら、それぞれの役割を果たしていました。

　二中校区（富士見小、栄小、松林小、羽村二中）では、中学
校生徒会と各小学校の児童会が集まり、いじめ撲滅の取組みに
ついて話合いをしました。
　今回、各学校から寄せられた「いじめ撲滅の標語」から最優
秀賞を選びました。
【最優秀賞】
　「いじめして自分の恥を知る」(富士見小学校)
 教員だけではなく、児童・生徒も子どもたちの視点でいじめ撲
滅に向けた取組みを行っています。

少年少女球技大会へ参加 ７月13日(土)14日(日)

ハートフルミーティング ７月12日(金)

　一中校区（羽村東小、羽村西小、小作台小、羽村一中）と二中校区（富士見小、栄小、松林小、
羽村第二中）の金管バンド・吹奏楽部が羽村駅西口サブステージで演奏を行いました。
　各校区とも小・中学校合同演奏を行い会場を盛り上げていました。

はむら夏まつりへ参加 ７月27日(土)28日(日)
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③
東
京
都
中
学
校
剣
道
大
会
出
場

▽
卓
球
部
（
団
体
）
東
京
都
中
学
校
卓
球
選
手
権
大
会
へ
出
場

▽
卓
球
部
（
個
人
）
実
倉
啓
介
③
、
山
川
博
陽
③
、
杉
本
梨
乃
③
、
伊
藤

千
佳
③
、
中
野
明
音
②
、
堀
内
夏
海
②
、
岩
本
真
依
③
、
池
谷
日
菜
美

②
東
京
都
中
学
校
卓
球
選
手
権
大
会
へ
出
場

▽
柔
道
部
（
個
人
）
高
井
円
花
②
東
京
都
中
学
校
体
重
別
女
子
柔
道
選
手

権
大
会
出
場

▽
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
東
京
都
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
出
場

羽
村
第
三
中
学
校

▽
卓
球
部
（
個
人
）
野
中
成
実
③
東
京
都
中
学
校
卓
球
選
手
権
大
会
で
ベ

ス
ト
16
、
関
東
中
学
校
卓
球
選
手
権
大
会
出
場

▽
陸
上
部
（
個
人
）
加
藤　

黎
③
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②
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、
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賞
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育
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京
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コ
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ク
ー
ル
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Ｔ
Ｂ
Ｓ
子
ど
も
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ン
ク
ー
ル
多
摩
地
区
大
会
で
優
良
賞
受

賞

問合せ　学校教育課指導係　内線376・377
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紹介します！ 小中一貫教育の取組み紹介します！ 小中一貫教育の取組み
小中一貫教育、この夏の取組みを紹介します。

　少年少女球技大会は、小学生が町内会・自治会単位を中心としたチームで、男子がソフトボール、
女子がキックボールで優勝を争います。この大会では、各校区の中学生が、それぞれのチームで監
督やコーチとなって、小学生たちの試合のサポートをするという関わりが見られました。
　中学生たちは、時には厳しく指示を出したり、時にはやさしく頑張った小学生をほめてあげたり
しながら、それぞれの役割を果たしていました。

　二中校区（富士見小、栄小、松林小、羽村二中）では、中学
校生徒会と各小学校の児童会が集まり、いじめ撲滅の取組みに
ついて話合いをしました。
　今回、各学校から寄せられた「いじめ撲滅の標語」から最優
秀賞を選びました。
【最優秀賞】
　「いじめして自分の恥を知る」(富士見小学校)
 教員だけではなく、児童・生徒も子どもたちの視点でいじめ撲
滅に向けた取組みを行っています。

少年少女球技大会へ参加 ７月13日(土)14日(日)

ハートフルミーティング ７月12日(金)

　一中校区（羽村東小、羽村西小、小作台小、羽村一中）と二中校区（富士見小、栄小、松林小、
羽村第二中）の金管バンド・吹奏楽部が羽村駅西口サブステージで演奏を行いました。
　各校区とも小・中学校合同演奏を行い会場を盛り上げていました。

はむら夏まつりへ参加 ７月27日(土)28日(日)

こ
の
夏
頑
張
っ
た
中
学
生
た
ち
！

※

敬
称
略・氏
名
後
の
○
数
字
は
学
年

羽
村
第
一
中
学
校

▽
新
体
操
部
（
個
人
）
藤
井　

雅
②
関
東
中
学
校
新
体
操
大
会
個
人
総
合

優
勝
、
全
国
中
学
校
新
体
操
選
手
権
大
会
出
場

▽
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
個
人
）
越
智
ひ
か
り
③
、
吉
澤
美
公
③
中
学

校
関
東
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
準
優
勝
、
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
出
場

▽
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
団
体
）
東
京
都
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
３
位
入
賞
、
中
学
校
関
東
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
出
場

▽
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
団
体
）
東
京
都
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
出
場

▽
吹
奏
楽
部　

東
京
都
中
学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
受
賞
、
全
国

大
会
予
選
進
出

▽
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
東
京
都
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
出
場

▽
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
東
京
都
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場

▽
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
東
京
都
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場

▽
卓
球
部
東
京
都
中
学
校
卓
球
選
手
権
大
会
出
場

▽
陸
上
部
（
個
人
）
江
谷
拓
起
②
、
網
中
直
矢
③
、
池
羽
季
生
③
、
小
林

翔
也
③
、
鈴
木
一
世
③
、
高
橋
一
樹
③
、
寺
嶋
大
地
③
、
岩
川
天
羽
③
、

山
田
耀
太
郎
①
、
井
上
果
奈
③
、
片
岡
満
美
子
③
、
柴
田
い
ず
み
③
、

中
根
真
由
③
、
望
月
祐
佳
里
②
、
髙
橋
佑
季
②
、
本
田
華
恋
②
、
臼
井

友
佳
梨
②
、
齋
藤
恵
美
②
、
旭　

遥
香
①
、
高
木
菜
生
①
、
森　

愛
紗

①
、
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
東
京
都
大
会
出
場

羽
村
第
二
中
学
校

▽
陸
上
部
（
個
人
）
君
島
幸
奈
③
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
東
京
都

大
会
女
子
共
通
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
３
位
入
賞
、
池
田
晃
希
③
同
大
会

男
子
共
通
走
り
幅
跳
び
８
位
入
賞
、
以
下
同
大
会
出
場　

反
田
礼
也
②
、

兼
本
柊
哉
③
、
関
本
浩
貴
③
、
鈴
木
涼
太
郎
③
、
長
岡
千
遥
②
、
清
水

悠
香
③
、
清
水
亜
依
③
、
蓮
沼
由
子
③

▽
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
東
京
都
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場

▽
吹
奏
楽
部　

東
京
都
中
学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞

▽
剣
道
部
（
個
人
）
二
ツ
森
百
花
③
東
京
都
中
学
校
剣
道
大
会
出
場

▽
卓
球
部
（
団
体
）
東
京
都
中
学
校
卓
球
選
手
権
大
会
へ
出
場

▽
卓
球
部
（
個
人
）
実
倉
啓
介
③
、
山
川
博
陽
③
、
杉
本
梨
乃
③
、
伊
藤

千
佳
③
、
中
野
明
音
②
、
堀
内
夏
海
②
、
岩
本
真
依
③
、
池
谷
日
菜
美

②
東
京
都
中
学
校
卓
球
選
手
権
大
会
へ
出
場

▽
柔
道
部
（
個
人
）
高
井
円
花
②
東
京
都
中
学
校
体
重
別
女
子
柔
道
選
手

権
大
会
出
場

▽
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
東
京
都
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
出
場

羽
村
第
三
中
学
校

▽
卓
球
部
（
個
人
）
野
中
成
実
③
東
京
都
中
学
校
卓
球
選
手
権
大
会
で
ベ

ス
ト
16
、
関
東
中
学
校
卓
球
選
手
権
大
会
出
場

▽
陸
上
部
（
個
人
）
加
藤　

黎
③
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
東
京
都

大
会
女
子
共
通
四
種
競
技
８
位
入
賞
、
以
下
同
大
会
出
場　

斎
藤
一
馬

③
、
本
間
一
輝
②

▽
野
球
部　

東
京
都
中
学
校
野
球
選
手
権
大
会
へ
出
場
（
春
夏
連
続
）
。

多
摩
地
区
中
学
校
野
球
大
会
３
位
、
後
藤
杯
受
賞

▽
男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部　

東
京
都
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
テ
ニ
ス
の

部
）
出
場

▽
吹
奏
楽
部
東
京
都
中
学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
受
賞

▽
合
唱
部
Ｔ
Ｂ
Ｓ
子
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
多
摩
地
区
大
会
で
優
良
賞
受

賞

問合せ　学校教育課指導係　内線376・377
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少
年
期

乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

『
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
に
花
束
を
』

　

図
書
館
で
は
、
新
シ
ス
テ
ム
入
替
作
業

お
よ
び
蔵
書
点
検
の
た
め
、
次
の
期
間
を

休
館
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
詳
細
は
広
報
は
む
ら
10
月
１

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期　

間　

10
月
18
日
㈮
〜
10
月
31
日
㈭

●
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
館
内
視
聴
が

　

で
き
な
く
な
り
ま
す

　

11
月
１
日
㈮
か
ら
の
新
シ
ス
テ
ム
導
入

に
よ
り
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
貸
出
し
の
み

と
な
り
ま
す
。
館
内
で
視
聴
し
た
い
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
10
月
17
日

㈭
ま
で
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
本
棚
」
考
案

に
よ
る
製
本
法
で
本
格
的
な
本
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
、
申
込
み
は
広
報
は

む
ら
９
月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　

時　

10
月
10
日
㈭

会　

場　

図
書
館
２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

問
合
せ　

図
書
館

図
書
館
か
ら
お
知
ら
せ

■
休
館
の
お
知
ら
せ

■
製
本
講
座

楽しく学び　つながり　活かす楽しく学び　つながり　活かす 羽村市生涯学習

　「まちづくり出前講座」とは、市民の皆さんが主催する講習会などに、市の職員が講師として出
向き講座を行うものです。

Ｑ：市役所がやるからどうせお堅いものばかりなんでしょ?
　Ａ：もちろん、お堅いメニューもありますが、「楽しみながら運動ダイエット」「解消　肩こ
り・腰痛」など健康に関するものから「地震　備えあれば憂いなし」「犯罪にあわないため
に」など防災・防犯に関すること、そして「親子で遊ぼう！」「生ごみにひと工夫」など生活
に役立つものが盛りだくさんです。

Ｑ：料金は？
　Ａ：もちろん無料です。ただし、会場費、材料費などは受講者側で負担していただきます。

Ｑ：申込方法は？
　Ａ：まずは、パンフレットをご覧ください。ゆとろぎ、図書館、スポーツセンター、市役所でも
配布しています。市の公式サイトにも掲載中です。詳しくは問い合わせてください。

※この講座は、生涯学習の場であって、苦情や陳情を受ける場ではありません。また、公益を害し、秩序を乱
す恐れがあるときや、政治・宗教・営利を目的としていると認められたときはお受けできません。

って何だろう？

問合せ 生涯学習総務課生涯学習推進係　内線362・363



乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

少
年
期

　

私
が
ま
だ
若
い
教
師
だ
っ
た
頃
の
思
い
出
で

す
。放
課
後
の
教
室
で
私
は
あ
る
男
の
子
と
二
人

で
「
繰
り
下
が
り
の
引
き
算
」
で
格
闘
し
て
い
ま

し
た
。い
わ
ゆ
る
「
残
り
勉
強
」
で
す
。何
回
説
明

し
て
も
、
何
回
一
緒
に
問
題
を
解
い
て
も
、
そ
の

子
は「
繰
り
下
が
り
」を
理
解
で
き
ま
せ
ん
。そ
の

時
の
困
っ
た
よ
う
な
、
う
つ
む
い
た
横
顔
を
今
で

も
思
い
出
し
ま
す
。ど
う
し
て
こ
れ
が
分
か
ら
な

い
の
だ
ろ
う
？
私
は
そ
の
子
を
「
で
き
な
い
子
」

と
思
う
こ
と
で
自
分
を
楽
に
し
よ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。

　

長
い
時
が
経
ち
、
就
学
前
の
大
勢
の
子
ど
も
た

ち
に
囲
ま
れ
て
仕
事
を
し
て
い
る
今
の
私
に
は
、

あ
の
時
の
あ
の
子
は「
で
き
な
い
」の
で
は
な
く
、

「
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」
の
だ

と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。幼
い
子
た
ち

は
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。初
め
か

ら「
で
き
な
い
子
」な
ん
て
い
な
い
。親
や
教
師
や

周
り
の
大
人
が
、
そ
の
子
に
で
き
る
た
め
の
環
境

と
方
法
を
与
え
な
か
っ
た
の
で
す
。あ
の
時
、
直

接
関
わ
っ
た
者
と
し
て
今
で
も
苦
い
思
い
と
共

に
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
子
に

与
え
ら
れ
た
力
を
引
き
出
す(ad

ucate)

の
が

教
育
な
の
で
す
か
ら
。

教
育
委
員
会
委
員　

江
本　

裕
子

「
教
育
」
の
意
味

教
育
随
想

教
育
随
想

教
育
随
想

○
掲
示
板
は
35
か
所

　

教
育
委
員
会
で
は
市
内
に
35
か
所

の
掲
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
掲
示
板
は
、
社
会
教
育
関
係

団
体
な
ど
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
活
動

の
成
果
や
お
知
ら
せ
な
ど
を
ポ
ス

タ
ー
や
チ
ラ
シ
で
市
内
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
置
し
て

い
る
も
の
で
す
。

○
利
用
上
の
注
意

　

利
用
す
る
人
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
広
く
周
知
す
る
た
め
、ま
た
、お

互
い
が
気
持
ち
よ
く
、
効
果
的
に
使

用
し
て
い
く
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

①「
羽
村
市
教
育
委
員
会
掲
示
板
使

用
申
請
」の
手
続
き
を
し
、必
ず
承

認
印
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
承
認

印
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
掲
示

で
き
ま
せ
ん
）

②
承
認
期
日
が
過
ぎ
た
掲
示
物
は
、

掲
示
し
た
人
が
す
み
や
か
に
撤
去

し
て
く
だ
さ
い
。

○
パ
ネ
ル
は
１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー
に

　

ゆ
と
ろ
ぎ
の
１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー

に
は
会
員
募
集
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
す
る
パ
ネ
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
は
、
社
会
教
育
関
係

団
体
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
の
活
動
を

紹
介
し
、
会
員
を
広
く
募
集
す
る
た

め
に
設
置
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

各
団
体
で
は
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
見
て
も
ら
お
う
と
工
夫
を
こ

ら
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
掲
示

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
会
員
を
増
や
し
た
い
と

い
う
団
体
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
ゆ
と
ろ
ぎ
受
付
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

申
請
／
問
合
せ　

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

　

自
然
休
暇
村
「
八
ヶ
岳
少
年
自
然

の
家
」「
清
里
」は
、ボ
イ
ラ
ー
等
改
修

工
事
の
た
め
、
次
の
期
間
施
設
の
利

用
・
宿
泊
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　

間　

10
月
15
日
㈫
〜
12
月
15
日

㈰
宿
泊
分

※

休
館
期
間
中
も
、
予
約
・
問
合
せ

な
ど
は
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

自
然
休
暇
村

　

☎
０
１
２
０‐

４
７‐

４
０
１
７

／
０
５
５
１‐

４
８‐

４
０
１
７

羽
村
市
教
育
委
員
会
の
掲
示
板

団
体
・
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集

の
パ
ネ
ル

ゆ
と
ろ
ぎ
の
各
種
掲
示
板
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家

臨
時
休
館

I N FORMAT ION
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ま
だ
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い
教
師
だ
っ
た
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　特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

羽村市体育協会
特定非営利活動法人

　

家
族
そ
ろ
っ
て
、
ま
た
は
お
友
だ
ち
同
士
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

日　

時　

10
月
13
日
㈰

　
　
　
　

※

雨
天
順
延
14
日
（
体
育
の
日
）

会　

場　

富
士
見
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

開
会
式　

午
前
８
時
45
分

閉
会
式　

午
後
３
時
30
分

種　

目　

町
内
会
・
自
治
会
対
抗
種
目
４
種
目
の
ほ
か
、
参
加
自

由
種
目
も
多
数
あ
り
ま
す
。

※

市
民
体
育
祭
は
、
体
育
協
会
が
市
か
ら
運
営
を
委
託
さ
れ
て
い

ま
す
。

第
66
回　

羽
村
市
市
民
体
育
祭

　

多
摩
川
沿
い
を
福
生
市
方
面
へ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
す
。

主　

催　

羽
村
市
体
育
協
会

日　

時　

11
月
23
日
㈯　

※

雨
天
中
止

集　

合　

多
摩
川
兄
弟
像
前

時　

間　

午
前
９
時　

※

終
了
予
定
は
正
午

コ
ー
ス　

距
離
の
違
う
３
コ
ー
ス
（
４
、
８
、
12
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

10
月
11
日
㈮
か
ら
、
参
加
費
１
人
２
０
０
円
を
持
参

し
、
体
育
協
会
事
務
局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
38
回　

羽
村
市
完
歩
大
会

ＴＥＬ.０８０-２５５８-１０１０

第44回 羽村市文化祭
広げよう　高めよう　羽村の文化！

TEL.555-1698

羽村市文化協会

第43回サロンコンサート　フォルクローレ「クレノンダ」
日　時　10月5日㈯　正午～午後0時45分　会　場　ゆとろぎロビー

●ホール

10月12日㈯
14日㈪
19日㈯
20日㈰
26日㈯ 10月20日㈰

11月 3日㈰
27日㈰

11月2日㈯

●展示（午前10時～午後5時）

●特別企画

小中学生音楽フェスティバル 【第1期】10月16日㈬～20日㈰和・洋的な作品
【第2期】10月23日㈬～27日㈰和的な作品
【第3期】10月30日㈬～11月3日㈰洋的な作品

芸能ほか（小ホール）
合唱
洋楽器

映画会「ディアドクター」日舞、芸能ほか（小ホール）
盆踊り（交流ひろば）

【体験教室】洋舞・マジック
フォークダンス（交流ひろば）

邦楽
3日㈰ 洋舞

オペラは楽しい－オペラの神髄を極める－

生け花、ニット、小学生工作 各展示会場ほか
10/19午前　大正琴、詩吟 小ホール
10/20午前　しの笛、ギター 小ホール
10/27午後　フォークダンス 交流ひろば

会場　生涯学習センターゆとろぎ
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